
やまなしやまなしやまなしやまなし県有林県有林県有林県有林はははは、、、、    
FSCFSCFSCFSCTM森林管理認証森林管理認証森林管理認証森林管理認証のののの原則原則原則原則によりによりによりにより環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした管理経営管理経営管理経営管理経営をををを行行行行っていますっていますっていますっています。。。。    

本本本本プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトはははは、、、、    
そのそのそのその一環一環一環一環としてとしてとしてとして、、、、県有林県有林県有林県有林でででで実施実施実施実施したしたしたした間伐間伐間伐間伐によるによるによるによる二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素のののの吸収量吸収量吸収量吸収量についてについてについてについて、、、、    

国国国国のののの推進推進推進推進するするするするオフセットオフセットオフセットオフセット････クレジットクレジットクレジットクレジット(J(J(J(J----VER)VER)VER)VER)制度制度制度制度にににに基基基基づきづきづきづき、、、、    

クレジットクレジットクレジットクレジット化化化化するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、そのそのそのそのクレジットクレジットクレジットクレジットのののの売却売却売却売却によるによるによるによる収益収益収益収益をををを活用活用活用活用しししし、、、、    

更更更更にににに環境環境環境環境のののの保全保全保全保全やややや生物多様性生物多様性生物多様性生物多様性のののの確保確保確保確保にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした    

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな森林経営森林経営森林経営森林経営などなどなどなどをををを推進推進推進推進していくものですしていくものですしていくものですしていくものです。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまなしやまなしやまなしやまなし県有林県有林県有林県有林活用活用活用活用    

温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

～～～～    やまなしやまなしやまなしやまなし県有林県有林県有林県有林からからからから、、、、地球地球地球地球のためにできることのためにできることのためにできることのためにできること…………    ～～～～    

やまなしやまなしやまなしやまなし県有林県有林県有林県有林ののののとりくみとりくみとりくみとりくみ    

山梨県森林環境部山梨県森林環境部山梨県森林環境部山梨県森林環境部    

Forestry and Environment Department YForestry and Environment Department YForestry and Environment Department YForestry and Environment Department Yaaaamanashi Prefectural Government manashi Prefectural Government manashi Prefectural Government manashi Prefectural Government     

間伐により陽の光が差し込む林内 

CO2の吸収が促されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ クレジットの取得に必要な第三者機関による確認・審査 

 オフセット・クレジット(J-VER)制度では、より信頼性の高いクレジットとするため、第三者機関により、プロジェクトに対する

妥当性確認、モニタリングに対する検証が義務づけられ、本県のプロジェクトでは、SGS ｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)により行われました。 

●●●●    カーボンカーボンカーボンカーボン・・・・オフセットオフセットオフセットオフセットとはとはとはとは？？？？    
カーボン･オフセットとは、日常生活や経済活動で避けることができない CO2 等の温室効果

ガスの排出について、どうしても削減できない量の全部または一部を他の場所での排出削減･

吸収量でオフセット（埋め合わせ）することを言います。 

●●●●    オフセットオフセットオフセットオフセット････クレジットクレジットクレジットクレジット(J(J(J(J----VER)VER)VER)VER)とはとはとはとは？？？？    
環境省のオフセット・クレジット(J-VER)制度に基づいて発行される、国内における自主

的な温室効果ガス排出削減・吸収プロジェクトから生じた排出削減・吸収量を指します。 

信頼性の高いクレジットとして、カーボン・オフセットに用いることができます。    

○○○○    プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの種類種類種類種類    
 森林経営活動による CO2 吸収量の増大(間伐促進型プロジェクト) 

    

○○○○    対象森林対象森林対象森林対象森林    
 2007～2009 年度にかけて、山梨県が県有林内で間伐を実施した約 2,900ha のカラマ

ツ、ヒノキなどの人工林 

    

○○○○    吸収量吸収量吸収量吸収量    

 ・ 対 象 ： 対象森林における 2008～2012 年度の CO2 吸収量 

 ・・・・    クレジットクレジットクレジットクレジット発行量発行量発行量発行量    ：：：：    22226666,,,,168168168168    tCOtCOtCOtCO2222  

（対象森林においてモニタリング検証済みの 2008.4～2010.12 の吸収量） 

     *：最終的なクレジット発行量は、認証運営委員会により認められた量となります。 

                                                            

○○○○    クレジットクレジットクレジットクレジットのののの特徴特徴特徴特徴    
� 持続的な森林経営の対象地であることの証明方法として、 

はじめてはじめてはじめてはじめて森林認証制度森林認証制度森林認証制度森林認証制度をををを条件条件条件条件としてとしてとしてとして    

登録登録登録登録されたされたされたされたオフセットオフセットオフセットオフセット・・・・クレジットクレジットクレジットクレジット（（（（JJJJ----VERVERVERVER）））） 

 

� クレジット発行(見込み)量は、これまでこれまでこれまでこれまで発行発行発行発行されたされたされたされた中中中中でででで最大最大最大最大    

 

森林認証による登録 

国内国内国内国内第第第第 1111 号号号号    

・ 全発行済み総クレジット量=36,685 tCO2 

の約 7 割分に相当(全 35 件中最大=5,349 tCO2) 

(どちらも 2011 年 1 月末現在)  

プロジェクトに対する妥当性確認（2010.10.6～8） モニタリングに対する検証（2011.1.12～14） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの目的目的目的目的・・・・活用活用活用活用    
�  対象森林の健全性を確保することにより、京都議定書の森林吸収源による温室効果ガス削減目

標 3.8%に貢献する二酸化炭素吸収量を増大させる 

�  プロジェクトにより創出されたクレジットを活用し、更に環境の保全や、生物多様性の確保に

配慮した持続可能な森林経営を推進するとともに、FSC 認証木･紙製品等の開発、流通を促進し、

消費者に対して環境に配慮した製品の普及を図る 

地球温暖化防止や環境保全には、間伐など適切な森林整備が必要です。 

 

間伐 

 積極的に利用 

地球温暖化防止や環境保全に貢献する森林 

間伐前の状況 

間伐後の状況 

間伐材の有効活用も炭素の固定や化石燃料使用の削減等に繋がります。 

当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトののののカーボンカーボンカーボンカーボン････オフセットオフセットオフセットオフセットのののの特徴特徴特徴特徴・・・・仕組仕組仕組仕組（（（（メリットメリットメリットメリット））））    
     環境･社会･経済の各分野において国際的な基準に従って適切に管理されていることを FSC 森林

管理認証として認められた「やまなし県有林」において、その管理経営の一環として創出されるク

レジットは、CO2 排出量のオフセットだけでなく、環境保全や生物多様性などのイメージを使うこ

とにより、より効果的なカーボン･オフセットとすることが可能です。    

JJJJ----VERVERVERVER    

資資資資    金金金金    

山 梨 県 

間伐の実施 
森林による CO2 吸収 

更に充実した森林経営の推進 

環境に配慮した製品の普及 
・ CO2 吸収目標の達成 

・ 持続可能な森林経営を継続 

・ FSC 製品の開発普及に貢献 

J-VER 認証の取得 

カーボン･オフセットの企画 
  CO2 の削減、商品･サービス等の企画 

企 業 等 

カーボン･オフセットの実施 

商品･サービス等の販売 
・ 環境貢献、企業イメージアップ 

・ 商品･サービスのイメージアップ 

・ 環境指向の消費者へのＰＲ 

クレジット(J-VER)の取得 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工林
43%

天然林
57%

県有林 

林地面積 

１３５千ha 

[[[[天然林天然林天然林天然林・・・・人工林人工林人工林人工林のののの割合割合割合割合]]]]

県有林県有林県有林県有林のののの基基基基となったとなったとなったとなった恩賜恩賜恩賜恩賜
お ん し

林林林林
りん

    

 山梨県民共有の財産である恩賜林は、明治末期に相次いで発生した大水害の復興に役立てるよう、明

治 44 年に御下賜
ご か し

されました。これが県有林の基となっており、一般的には「恩賜林」の名で呼ばれて

います。 

 以来、先人たちのたゆみない努力によって、１００年の間守り、育てられてきました。 

県有林

46%
民有林

53%

国有林

1%

森林面積 

３４８千ha 

[[[[森林面積森林面積森林面積森林面積]]]]

カラマツ
46%

ヒノキ
20%

アカマツ
15%

シラベ
8%

広葉樹
6%

スギ
3%

その他針葉樹
2%

県有林 

人工林面積 

58千ha 

[[[[人工林人工林人工林人工林のののの樹種別面積樹種別面積樹種別面積樹種別面積]]]]    

県県県県有林有林有林有林のののの姿姿姿姿((((過去過去過去過去→→→→現在現在現在現在))))    

山梨市三富塚本山 
 

昭和 25 年 
第 1 回 
全国植樹祭時の 
様子 

大正初期 
滋賀の織物問屋・

塚本定右衛門の 
寄付による造林 

市街地に隣接しており、ヒノキ林や、アカマツ・ 

広葉樹を中心とした里山林として親しまれている 

スギ、ヒノキ、カラマツの大径材として見事に成林し、 

「やまなしの森林１００選」に選ばれている 

甲府市山宮町片山 
 

赤岳 

甲斐駒ヶ岳 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県有林県有林県有林県有林のののの状況状況状況状況    
 山梨県は県土の 78%を森林が占める森林県です。県有林は、このうち 46%、約 15 万８千 ha を有

し、実に県土面積(約 44 万 7 千 ha)の約 35%を占めています。 

 この県有林は、標高 200 メートルから 3,400 メートルにわたり、温帯林から寒帯林までの多様な植

生を見ることができます。 

 森林資源の状況は、人工林の割合が 43%となっており、カラマツを主にその土地にあった樹種が植

栽されています。 

県有林県有林県有林県有林はははは FSCFSCFSCFSCTMTMTMTM森林管理認証林森林管理認証林森林管理認証林森林管理認証林    
 県有林は、平成 15 年 4 月に、公有林としては全国に先駆けて、国際的な森林認証制度である「FSC

森林管理認証」を取得しました。この認証は、県有林が環境、社会、経済の各分野において国際的な基

準に従って適切に管理されていることを意味します。 

県有林の認証面積は、14 万 3 千ヘクタール（全国 1 位）、県有林から生産された木材は、ＦＳＣ認

証材として販売しています。 

■■■■    認証認証認証認証のののの概要概要概要概要    
    ○ 認証面積認証面積認証面積認証面積    ：：：：143,000ha143,000ha143,000ha143,000ha 

   (貸し地等の除地を除く全ての県有林) 

○ 認証発行日：平成 15 年 4 月 10 日 

(平成 20 年 3 月 12 日更新) 

 ※※※※    認証面積認証面積認証面積認証面積はははは全国第全国第全国第全国第１１１１位位位位    

    ※※※※    公有林公有林公有林公有林ではではではでは全国全国全国全国でででで初初初初めてのめてのめてのめての認証事業体認証事業体認証事業体認証事業体 

※※※※    FSCFSCFSCFSC 森林管理認証森林管理認証森林管理認証森林管理認証とはとはとはとは    
   FSC：Forest Stewardship CouncilTM (森林管理協議会) 

 ○ 熱帯雨林の減少など、地球規模での環境問題の深刻化を背景に、適正

な森林管理への取組みを行う、国際的な NGO(非政府組織)として設立 

○ 森林認証制度とは、独立した第三者機関によって作成された基準に照

らし、森林の適切な管理を審査・認証する制度 

○ 現在全世界的に展開している森林認証制度の一つ 

・ 設立：１９９３年 

・ 本部：ドイツ連邦共和国 

・ 構成：社会、経済、環境に属する会員 

ＦＳＣ森林管理認証登録証明書  

木材市場で販売されるFSC認証材 
 

甲斐市 
 
カラマツ間伐材

の搬出 

南ｱﾙﾌﾟｽ市 
 
県民の森 
伊奈ヶ湖畔の 

紅葉 

身延町 

 
上木の下に 
苗木を植えた 

複層林 

鳴沢村 青木ヶ原樹海 

鳴沢村 

 
ボランティアによる 
植栽(富士山の森づくり) 

大月市 
 
雁ヶ腹摺山 

から見る富士山 

笛吹市 
 
兜山の森での 

森林体験 

県有林のFSC認証材でつくられた認証製品 
 

ＦＳＣライセンスコード ＦＳＣTMＣ０１２２５６   

南部町 作業道沿いの間伐 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    やまなしやまなしやまなしやまなし県有林県有林県有林県有林    
 ○ 森林面積 158,000ha 

・ 日本の国土面積(37,289 千 ha)の 0.4% 

・ 日本の森林面積(25,097 千 ha)の 0.6% 

・ 都道府県有林森林面積(1,188 千 ha)の 13.3%(シェア：北海道に次ぐ２位) 

・ 県土面積(447 千 ha)に占める県有林の割合 35%(全国 1 位) 

 ○ FSCTM認証林面積 143,000ha 

・ 全国の認証林面積の内最大 

・ 公有林では全国で初めての認証事業体 

○ カーボン・オフセット(J-VER)制度による 

「やまなし県有林活用温暖化対策プロジェクト」 

・ 森林認証制度を条件として登録された全国で初めてのプロジェクト 
・ クレジット発行量：26,168 tCO2(発行済みクレジット量との比較で最大)  

＊ 最終的なクレジット発行量は、認証運営委員会により認められた量となります。 

＊ 2011 年１月末現在の認証発行量と比較したものです。 

山 梨 県 森 林 環 境 部 県 有 林 課 
山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号 

電話：055-223-1654 FAX：055-223-1679 
   ホームページ：http://www.pref.yamanashi.jp/kenyurin/index.html 


